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令和元年度（平成３１年度）  事業報告 

 

令和元年度（平成31年度）は、主に発明奨励・顕彰事業及び知的財産権の普及啓発事

業に取り組んだ。 

発明奨励・顕彰事業としては、三重県および津市等と連携して、１０月に令和元年度

第４８回三重県発明くふう展を開催し、その優秀作品を全国展へ推薦した。また、１１

月に岐阜県で開催された中部地方発明表彰に参加した。当発明協会としては８件・２９

名を表彰候補として推薦するとともに、令和２年度中部地方発明表彰に向けて、県内企

業の応募促進に努めた。 

知的財産権の普及啓発事業として、初心者向け知的財産権制度説明会【特許庁、中部

経済産業局、（独）工業所有権情報・研修館主催】を６月に四日市市文化会館で開催した。 

その他、「特許戦略研究会」の活動支援として、毎月特許戦略に関する勉強会を開催し

た。  

また、令和２年１月に鈴鹿市が主催した「鈴鹿市ものづくり企業交流会」に出展し、

当発明協会の活動内容を紹介するとともに、当協会の会員獲得のＰＲに努めた。 

 

１ 会員数  （令和２年６月１０日現在） 

法人会員 ４３  個人会員 ７  計 ５０ （前年比：△１ ） 

 

２ 会  議 

（１）地域発明協会 

総  会        

日 時   令和元年６月２７日（木） １４：００～１５：００ 

場 所   三重県合同ビル４階 第３会議室 

議 題  （１）平成３０年度事業報告及び収支報告について 

（２）令和元年度（平成３０年度）事業計画（案）について  

（３）令和元年度（平成３０年度）収支予算（案）について      

出席者   会員：１７名  委任状：２４名 

 

第１回理事会   

日 時   令和元年６月７日(金) １４：００～１５：００ 

場 所   （公財）三重県産業支援センター５階 西会議室 

議 題  （１） 平成３０年度事業報告及び収支報告について 
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（２） 令和元年度（平成３１年度）事業計画（案）及び収支計画（案） 

   について                     

（３）その他 

①社員総会について 

②三重県発明くふう展について 

③初心者向け「知的財産権制度説明会」の開催について          

出席者   理事、監事、事務局：  ９名 

 

   第２回理事会 新型コロナウイルスの感染回避のため、「みなし決議にかかる理事

会」を実施 

    議 題  ①令和元年度事業報告（概要）及び収支報告（概算）について 

          ②令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

           ③その他 

                        1) 令和２年度 社員総会について 

                        2) 役員改選について 

理事全員から書面により同意の意思表示を得たので、理事会の

決議があったものとみなされた 

 

 （２） 中部ブロック関連会議 

○中部地方ブロック会議 

日 時  令和元年８月２３日（金）  １３：００～１３：４５ 

会 場  岐阜県じゅうろくプラザ ５階 小会議室２ 

出席者  ９名（（公社）発明協会、愛知県発明協会会長、地域発明協  

会事務局長他） 

議 題  発明協会グループの連携・協力体制について 

 ○中部地方発明表彰選考委員会 

日 時  令和元年８月２３日（金）  １４：００～１５：３０ 

会 場  岐阜県じゅうろくプラザ ５階 小会議室２ 

出席者  １１名（中部経済産業局、日本弁理士会、（公社）発明協会、   

地域発明協会） 

議 題  中央選考委員会の報告及び各賞の選考 

○中部地域懇談会 

        日 時  令和元年１１月２２日（金）  １２：３０～１３：５０ 

       場 所  岐阜グランドホテル西館２階 花の間 
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出席者  １９名（特許庁、中部経済産業局、（公社）発明協会、 

地域発明協会役員)及び事務局長 

       議 題  ・特許庁の取組について「知的財産を巡る動向と特許庁に役

割について」 

    ○中部地方発明表彰式 

        日 時  令和元年１１月２２日（金）  １４：００～１６：４５ 

       場 所   岐阜グランドホテル西館２階 月の間 

       受賞者  文部科学大臣賞など      ６８件（１８４名） 

            実施功績賞           ５件  （５名） 

            奨励功労賞           ３名  （０名）  

                               

  ３．発明奨励・顕彰事業 

（１）第４８回 三重県発明くふう展 

主 催 （一社）三重県発明協会    共 催 三重県、津市、 

後 援 文部科学省、特許庁、中部経済産業局、三重県教育委員会、津市教

育委員会、鈴鹿市、三重県市長会、日本弁理士会、（公財）三重県産業

支援センター、津商工会議所、（公財）岡三加藤文化振興財団、（公社）

発明協会 

開催日 令和元年１０月５日（土）、１０月６日（日） 

会 場   津リージョンプラザ ３階 展示室 （津市西丸の内２３番１号） 

出品数  児童生徒：絵画 ７５点、工作７７点  合計 １５２点  

延べ場者 ６２８人  

     （Ｈ27：995人、Ｈ28：548人、Ｈ29：515人、H30：344人） 

表 彰  絵画８点、工作１２点 合計２０点を表彰し、全国展へ推薦した。 

      

（２）全国展 

○第７８回 全日本学生児童発明くふう展（工作） 

開催日  令和２年３月２５日（水）～ ３月２９日（日） 

会  場 東京・北の丸公園 科学技術館（東京都千代田区北の丸公園２－１） 

 

三重県発明協会推薦        

賞 名 作 品 名 学 校 名 学年 性別 氏名 

 入選 
車いすも安心、かいだ

んからスロープへ   

国立三重大学教育学

部附属小学校 
4年生 男子 辻本 憲史 
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入選 多助隊(37-Ⅲ) 桑名市正和中学校 1年生 女子 江口 彩夏 

 

○第４２回 未来の科学の夢絵画展（絵画） 

開催日  令和２年３月２５日（水）～ ３月２９日（日） 

会  場 東京・国立科学博物館（東京都台東区上野公園７－２０） 

 

    三重県発明協会推薦   

賞 名 作 品 名 学 校 名 学年 性別 氏名 

奨励賞 
ばっさいロボットメ

カ鳥    
津市立倭小学校 4年年 男子 横山 福人 

奨励賞 
プラスチック分解プ

ランクトン 

桑名市立多度青葉小

学校 
5年生 女子 山本 幸奈 

 

（３）中部地方発明表彰 

表彰式   令和元年１１月２２日（金） 

会 場    岐阜グランドホテル2階  

受賞者    ６８件   １８４名   （三重県発明協会： ７件  ２９名） 

実施功績賞   ５件     ５名   （三重県発明協会： ０件   ０名） 

奨励功労賞          ３名   （三重県発明協会：      ０名） 

式典参加者  ２１４名  （受賞者、来賓、協会関係者） 

【三重県受賞者分】 

 ○文部科学大臣賞 

◆「3次元フラッシュメモリの発明」（特許第５０１６８３２号）」 

キオクシア㈱                    鬼頭  傑 氏 

青地 英明 氏 

勝又 竜太 氏 

木藤 大  氏 

田中 啓安 氏 

㈱三菱ケミカルリサーチ               仁田山晃寛  氏 

 

〇三重県知事賞       

◆「熱転写プリンタ」（特許第５９２４０７５号）」 

    シンフォニアテクノロジー㈱            今井 拓真 氏 
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                       上田 知昭 氏   

古川 利彦 氏 

福谷 惇史 氏 

野村 佳孝 氏 

 

○三重県発明協会会長賞      

◆「耐外傷性・低温性に優れた塩ビ電線被覆材」（特許第５４２３８９０号）」      

㈱オートネットワーク技術研究所         古川 豊貴 氏  

佐藤 正史 氏 

住友電装㈱                    中村 匡宏 氏 

 

〇発明奨励賞        

◆「食品用消泡剤」（特許第５３６１４４２号）」 

    太陽化学㈱                    松野 光義 氏 

                             前田 祥貴 氏  

◆「MGMR対応マスフローコントローラ」（特許第４９５７７２５号）」    

  日立金属ファインテック㈱            後藤 崇夫 氏 

                              田中 誠    氏 

      ◆「電磁連結装置」（（特許第５８９５３７２号） 

  シンフォニアテクノロジー㈱            山本 明  氏 

                             増川 一詞 氏 

                                 福﨑 亮一  氏  

                                                 酒徳 周吉  氏 

◆「変速機学習方法及び学習装置」（第6240557号） 

    本田技研工業㈱                    藤井 亮一 氏 

西  和義  氏 

東  建志 氏 

HondaTransmissionManufacturingofAmerica,Inc.   早川 友博 氏 

  ◆「押すだけ簡単パッケージの開発」（特許第6114206号）」 

    井村屋グループ㈱                 中道 裕久  氏 

                              横山 秀樹  氏 

                         荻原 佳典  氏 
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４．普及・啓発事業 

（１）鈴鹿市ものづくり企業交流会出展事業 

日 時  令和２年１月１９日（日） １０：００～１６：００ 

場 所  鈴鹿ハンター（鈴鹿市算所2丁目５－１） 

入場者  ３，８４１人      

一般社団法人三重県発明協会として、三重県産業支援センター知財総合支援窓口

と共同で出展し、活動内容等についてパネル展示し、ＰＲした。 

     

（２）初心者向け知的財産制度説明会の開催（特許庁、中部経済産業局、（独）工業所有

権情報・研修館） 

  日 時  令和元年６月２５日（水） １３：３０～１６：３０ 

  場 所  四日市市文化会館 第3ホール（四日市市）  

 内 容  知的財産権制度の概要について 

       ○知的財産権・特許・実用新案の概要 

       ○意匠・商標制度の概要 

       〇各種支援策の紹介等 

  講 師  特許庁 産業財産権専門官  松田 絵莉子 氏 

         参加者  ６９名（事前申込者：６３名、当日申込者：６名、） 

           

５．会員情報提供事業 

・県内の特許、実用新案の登録、公開広報目次資料の提供 

・図書刊行物の斡旋、会報の配布 

・知財関連セミナー等開催情報の提供 

 

６．県内少年少女発明クラブの育成  

 ○令和元年度 県内各クラブの活動状況 

 クラブ員 
活動日数/

年 

 

事務局 
開設年度 

津市少年少女発明クラブ １７名 ３０日 敬和公民館 Ｓ５４年 

河芸少年少女発明クラブ １４名 ２１日 大西 健充 宅 Ｓ６３年 

鈴鹿少年少女発明クラブ ３６名 １２日 鈴鹿市産業政策課 Ｓ５９年 

桑名少年少女発明クラブ ２４名 １０日 桑名市商工課 Ｈ元年 
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７．関連事業 

鈴鹿市、桑名市で少年少女発明クラブの作品及び活動等を中心にした展示会が開催

された。 

 名 称 開 催 日 会 場 

鈴鹿市 第４０回鈴鹿市民

アイディア展 

令和元年９月１３日～

１５日 

鈴鹿ハンター１Ｆ展示場 

桑名市 第４９回桑名市創

意くふう展 

令和元年９月７日～８

日 

くわなメディアライブ 

１階 多目的ホール 

 

８．特許戦略研究会 

    令和元年度「特許戦略研究会」の活動状況 

  ○開催回数  １２回     

開催日時 開催場所 出席者数 主な議事内容 

４月１７日 産業支援

センター 

８名 ・新製品の開発状況の報告、 

・特許性と特許権侵害の判断方法につい

て討議 

５月１５日   〃 ７名 ・会員の開発している製品の現状報告及

び取得済特許等の現状確認 

・中空クラブヘッド事件の議論 

６月１９日   〃 ９名 ・公正取引委員会の報告について討議 

・会員案件の討議 

７月１７日   〃 ８名 ・「特許出願書類作成における留意点」の

討議、特許申請時の料金軽減の説明 

・会員案件の討議 

８月２１日   〃 ８名 ・会員の特許申請に関する討議 

・外国出願費用の補助の説明 

９月１８日   〃 ７名 ・会員開発商品の現状報告 

・研究会の共同提案について討議 

１０月１６日  〃 ６名 ・特許申請の問題点の討議 

・特許技術の標準化について討議 

・研究会による共同提案の検討 

１１月２０日   〃 ６名 ・意匠法の改正について説明 

・会員の取得している特許商標について

討議 

・意匠法の改正について説明 
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１２月１８日   〃 ７名 ・中国で登録されている松阪牛の類似商

標について討議 

・Y 社のセルフレジ装置の特許権の問題

について討議 

１月１６日   〃 ７名 ・山口会員からの取得特許の解説 

・トピックス講和 

・平井、石黒会員の考案について討議 

２月  日   〃  名 ※新型コロナウイルスの感染回避のため

中止 

３月  日   〃  名 ※新型コロナウイルスの感染回避のため

中止 

 


